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2-4 若年層の結婚・出産に関する意識の把握 
 
2-4-1 分析概要 

2-4-1-1 分析目的 

ここまで、北海道における人口減少の要因について、既存の公的統計の整理を通じて分析を行ってき
た。そこで、雇用や収入への不安が北海道の合計特殊出生率を押し下げている可能性が示唆された。 
また、個々人の意識面については、札幌市（2022 年）と北海道（2023年）が過去に住民に向けて実施

した意識調査の結果を基に、若年層の結婚・出産に関する意識を把握し、公的統計を通じた分析結果の補
強材料とする。 
 

2-4-1-2 分析対象 

札幌市が実施した「令和 4 年度札幌市子ども・子育てに関する市民アンケート」（以下、札幌市アンケ
ート）と、北海道が実施した「北海道の人口減少などに関する意識調査（令和 5 年度）」（以下、北海道ア
ンケート）を分析対象とする。2つのアンケートは対象とする層が異なっており、特に札幌市アンケート
については既に子育てをしている世帯のみが対象である点に留意。各対象の基礎データは図表 2-4-1 の
通り。 
 

【図表 2-4-1 札幌市アンケート、北海道アンケートの概要】 

 札幌市アンケート 北海道アンケート 
調査地域 札幌市 北海道 
調査期間 2022年 12月 15日～2023 年 1月 6日 2023年 9 月 
調査対象 0-5 歳の子どもがいる世帯 道内に居住する満 18歳以上の個人 
標本数 3,000 世帯 1,500 人 
有効回答数 1,556 世帯 661 人 

 

2-4-1-3 分析結果の凡例と留意点 

棒グラフにおいて、構成比が 5％に満たないものについては、視認性を確保するため構成比を記載して
いない。 
クロス集計表において、ある属性のある回答を選択した割合が全体平均よりも有意に高い場合は青文

字に下線、低い場合は赤文字に下線としている。 
また、本報告書との関連が高いと思われる設問のみについて分析を行っている。そのため、それぞれの

アンケートについて全ての設問を網羅して分析しているものではない。 
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2-4-2 分析結果の概観 
それぞれのアンケートの設問ごとの考察については、次節以降を参照のこと。 

 

2-4-2-1 札幌市アンケートの小括 

札幌市における子育て世帯の意識をみると、希望している子どもの人数よりも実際に予定している子
どもの人数が少なくなっている世帯が調査対象者の 39.78％にのぼった。その要因としては経済的な負担
が圧倒的に大きなものとして挙げられた。また、仕事と子育ての両立のためには、経済負担のみならず、
休暇の取りやすさや労働時間の短縮、職場理解の向上といった労働環境面の是正も求められていること
が明らかになった。 
札幌市の子育て環境については、医療費負担の軽減などは一定の評価を得ている一方で、保育所や幼稚

園にかかる負担や、子育て支援サービス、子連れでの移動の利便性などは否定的な評価が多かった。 
市に求める支援策としては、上記の不満に関連して、経済的な負担の軽減や子連れでも出かけやすい場

所の整備などが挙げられた。中でも経済的な負担感は夫婦が子どもを生み育てる人数を減らす最大の要
因となっていることから、自然減少の抑制のためにはこの負担を軽減することが最も重要であると考え
られる。 
 

2-4-2-2 北海道アンケートの小括 

北海道における生活環境の満足度をみると、「収入や家庭」の満足度が非常に低く、特に 30 代でその
傾向が顕著である。また、予定する子どもの人数が理想よりも少ない理由や、出産・子育てに前向きに
なるために必要な要素として、育児・教育にかかる経済的負担の重さや、安定した雇用、働き方の見直
しなどが挙げられている。これらのアンケート結果は、自然増減の項で触れた「北海道の 30 代前半に
おける有配偶率・有配偶出生率の低さ」を説明する大きな要素であると考えられる。 
また、これから子どもを生み育てていく世代である 18-29 歳の回答者のうち 33.96％が子どもは持た

ない予定であると回答し、この年代の予定する子どもの人数は平均で 1.15 人と、現在の北海道の合計特
殊出生率（1.12、2022 年）とほぼ同程度となっている。課題として挙げられた家庭の経済状況や労働環
境等に改善がみられなければ、今後も北海道における出生水準は低水準が続くことが予想される。 
札幌市アンケートと北海道アンケートの結果を踏まえると、まず求められていることは子育てにかか

る経済的な負担の軽減（実負担だけでなく、「子育ては経済的な負担が大きい」というイメージの払拭
も含めて）であり、次いで労働環境の是正や、子連れでも外出しやすい場所づくりなどが、中長期的な
人口減少の抑制に効果をもたらすと考えられる。 
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2-4-3 札幌市アンケートの分析 

2-4-3-1 基本属性 

子どもの人数 

全体では「1 人」が 43.24％で最も多い（図表 2-4-2）。全体平均は 1.74 人で、清田区（2.00 人）や南
区（1.98 人）が市平均より比較的高水準である。また、世帯収入と子どもの人数も一定の比例関係がみ
られる。 

【図表 2-4-2 子どもの人数】 
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子どもの身の回りの世話を主に行っている人 

全体では「両親」が 46.52％と約半数を占めているが、世帯年収 200 万円未満の層のみ 25.00％とこれ
を大きく下回っており、「母」が 73.08％と高い割合になっている（図表 2-4-3）。 

【図表 2-4-3 子どもの世話をする人】 
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2-4-3-2 子育ての悩みについて 

子育てをしていて、楽しさと大変さのどちらを感じることが多いか 

「楽しさ」「どちらかといえば楽しさ」の合計が全体で 63.27％と過半数を占めた（図表 2-4-4）。子ど
もの年齢が上がるほど「大変さ」「どちらかといえば大変さ」の割合が増加する傾向にあるものの、それ
でも 0-5 歳までいずれも「楽しさ」「どちらかといえば楽しさ」が過半数の回答を占めている。 
また、子どもの人数が増えることで子育ての負担は大きくなるものと推察されるが、子ども 3 人以上

の家庭においても、楽しさ・大変さの割合は全体平均と同程度にとどまった。 

【図表 2-4-4 子育てで楽しさと大変さどちらを多く感じるか】 
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子育てをしていて感じる悩み 

全体で最も多いのは「子どもの病気や発育・発達」で 45.50％である（図表 2-4-5）。「子どもの食事や
栄養」と合わせて、1人目の子どもを育てている家庭で回答率が有意に高い。 
「子育ての経済的負担が大きい」は若年層や年収 399 万円以下の 3 層で回答率が高かったが、子ども

の人数や年齢での回答率の差はみられなかった。 
そのほか、子どもが 0 歳の家庭では「社会との関わりが少ない」「子育て支援サービスの利用・申込」

の悩みが他の層より多く、3 歳以上になると「子どもの教育」「子どもの友達付き合い・いじめ」「子ども
を叱りすぎている気がする」の悩みが増加している。 

【図表 2-4-5 子育てをしていて感じる悩み】 
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2-4-3-3 出産・子育ての意向について 

欲しいと思うお子さんの人数 

全体では「2 人」が 52.09％で過半数を占め、「3 人」が 34.81％で続く（図表 2-4-6）。全体平均は 2.42
人となり、「1人」は 7.11％にとどまった。 
世帯年収別にみると、年収が高くなるほど「1 人」の割合が低下し、多子世帯を希望する傾向がみられ

る。 

【図表 2-4-6 欲しい子どもの人数】 
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実際に予定しているお子さんの人数 

全体では「2人」が 57.85％と過半数を占めている（図表 2-4-7）。全体平均は 2.02 人で、希望する人数
を 0.40 人下回る。また、結婚し子育てをしている世帯のみを対象とする調査ながら、予定する子どもの
人数は人口置換水準（長期的に人口増減が均衡する出生水準）である 2.07人を下回っている。これは仮
に市内の有配偶率が 100％近くまで上昇し、全員が予定通りの人数の子どもを産み育てても、現状では人
口の自然減少は止めることはできないということを意味している。 
また、上述した「希望人数」と比べて「予定人数」の方が、世帯年収が回答に与える影響は大きく、「希

望人数」との乖離は小さい。 

【図表 2-4-7 予定する子どもの人数】 
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予定しているお子さんの人数が少ない理由（複数回答 3 つまで）（希望人数＞予定人数となっている世帯のみ
回答） 

全体では「経済的な負担が増えるから」が 60.55％で最も多く、「高年齢で産むのは不安だから」が最
多だった 40 代以上を除いて、全ての属性において最多の回答となっている（図表 2-4-8）。 
回答者の年代別では、40代以上では上記の傾向がみられるほか、20 代以下では「社会情勢への不安が

あるから」の回答が多い。子どもの人数別では、既に 2 人以上育てている世帯で「住まいが狭いから」と
いう回答が子ども 1 人の世帯に比べて多い。 

【図表 2-4-8 予定する子どもの人数が少ない理由】 
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2-4-3-4 仕事と子育ての両立について 

仕事と子育ての両立について、調和がとれているか 

全体では「そう思う」「まあそう思う」が合計 42.22％、「全くそう思わない」「あまりそう思わない」
が合計 40.41％となり、拮抗している（図表 2-4-9）。 
子どもの年齢別では、年齢が上がるほど「そう思う」「まあそう思う」が占める割合が比較的高い傾向

にある。また、世帯年収についても、高い層の方がわずかではあるが「そう思う」「まあそう思う」の割
合が比較的高い傾向がみられる。 

【図表 2-4-9 仕事と子育ての調和】 
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どうしたら「仕事」と「子育て」の調和がよりとれるようになると思うか 

全体では「突発的な休暇や早退がとりやすい」が 71.16％で最も多く、「経済負担が軽減される」が
60.45％で続いた。「職場の上司や同僚の理解が高まる」「労働時間（残業含む）が短縮される」も過半数
の回答を得ている（図表 2-4-10）。 
世帯年収別では、年収 200 万円未満、300～399 万円の層で「経済負担が軽減される」の回答率が高く、

世帯年収 1000 万円以上の層では「労働時間（残業含む）が短縮される」「子育て支援サービスが利用し
やすくなる」の回答率が有意に高い。 
子どもの人数別では、「子育て支援サービスが利用しやすくなる」の回答率が子ども 1 人の世帯で有意

に高く、3 人以上の世帯では有意に低い。これらより、子育てに十分な時間がとれないこと（年収 1000
万円以上の世帯）や子育てに不慣れであること（子供 1 人の世帯）が子育て支援サービス拡充の需要に
繋がっていると考えられる。 

【図表 2-4-10 仕事と子育ての調和に必要なこと】 
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2-4-3-5 札幌市の子育て環境について 

札幌市が、子どもを生み育てやすい環境にあると思うか 

全体では「そう思う」「まあそう思う」が合計 40.43％、「全くそう思わない」「あまりそう思わない」
が合計 48.61％となり、否定的な回答がやや多くなっている（図表 2-4-11）。回答者の年代別では、若年
層の方が否定的な回答の割合が比較的高い。 

【図表 2-4-11 札幌市の子育て環境】 
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札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあると思う理由（札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあるかにつ
いて、「そう思う」「まあそう思う」と回答した世帯のみ） 

全体では「子どもの医療負担が軽減」が 52.83％で最も多く、「子連れでも出かけやすい場所がある」
が 47.66％で続く（図表 2-4-12）。医療負担軽減については回答者年代が 40 代以上の世帯で回答率が有
意に高い。 
子どもの人数別では、2人以上の世帯では「保育所や幼稚園の費用が軽減」の回答率が子ども 1 人の世

帯と比較して 20 ポイント前後高い。 

【図表 2-4-12 札幌が子育てしやすい理由】 
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札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあると思わない理由（札幌市が子どもを生み育てやすい環境にあるか
について、「全くそう思わない」「あまりそう思わない」と回答した世帯のみ） 

全体では「冬も子どもが遊べる場所が少ない」が 52.00％で最も多く、「子育て支援サービスが不足」
が 49.33％で続く（図表 2-4-13）。 
子どもの人数別では、子ども 1 人の世帯では「保育所や幼稚園の費用負担が大きい」の回答率が有意

に高く、子ども 3 人以上の世帯では「子どもの医療費負担が大きい」の回答率が有意に高くなっており、
両者が対照的な回答傾向となっている。 
子どもの年齢別では、0 歳や 1 歳の子どもを育てている世帯で「保育所や幼稚園の費用負担が大きい」

の回答率が過半数を上回っている。 

【図表 2-4-13 札幌が子育てしにくい理由】 

  



86 
 

今後充実してほしい子育て支援策 

全体では「手当や給付金など金銭面での支援」が 68.25％で最も多く、「子連れでも出かけやすく楽し
める場所の整備」が 65.36％、「保育所や幼稚園にかかる費用負担の軽減」が 59.64％で続き、過半数の回
答を得た（図表 2-4-14）。 
回答者の年代別では、20代以下の世帯で「手当や給付金など金銭面での支援」の回答率が有意に高く、

40 代以上の世帯で有意に低い。 
子どもの人数別では、子ども 1 人の世帯では「子育て支援や子育て方法の積極的な情報提供」「保育園

や幼稚園にかかる費用負担の軽減」の回答率が有意に高い。 
世帯年収別では、「公営住宅での優先入居や広い部屋の割り当て」「就労を希望する子育て世帯への就

業支援」「手当や給付金など金銭面での支援」で年収 499 万円以下の 4 層の回答率が高い傾向がみられ
る。 

【図表 2-4-14 今後求める子育て支援】 

  


